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「第9回 国際語用論学会」

堀 素 子

2005年7月10日 か ら15日 まで 、 北 イ タ リア湖 水 地 方 の 一 番 東 に あ る ガ ル ダ湖 の ほ と りで

「第9回 国際 語 用 論 学 会 」(9thIn七ernationalPragmaticsConference以 下IPrAと 略 す)が

開 催 され た。 ガ ル ダ湖 は 琵 琶 湖 に よ く似 た形 を して い る イ タ リ ア最 大 の 湖 で 、 ヨー ロ ッパ で

は 有 名 な リ ゾ ー ト地 とい う こ とだが 日本 で は コ モ 湖 ほ ど は知 られ て い な い 。南 北 に伸 び て い

る この 湖 の北 端 ま で行 くの はか な りの 道 程 で、 ミ ラ ノか ら列 車 で ヴ ェ ロー ナ に行 きそ こで 湖

北 へ 向 か う列 車 に乗 り換 え 、 降 りた 駅 か ら今 度 はバ ス に 揺 られ て よ うや く現 地 に 到 着 す る 。

お よそ5,6時 間 は か か る 。

学 会 が 開催 され た リー ヴ ァ ・デ ル ・ガ ル ダ はr後 ろ に ア ル プ ス に 連 な る ドロ ミ テ 山地 、 前

に ガル ダ湖 とい う風 光 明 媚 な場 所 で 、 湖 畔 に は色 彩 豊 か で 個 性 的 な 品 を並べ た 店 が 並 び、 随

所 に リゾ ー ト客 の た め の ホ テ ル が あ る。IPrAの 参 加 者 も彼 らに 混 じっ て これ らの ホ テ ル に滞

在 し6日 間 の す ば ら しい 経 験 を した の で あ った 。

基 調 講 演 を は じめ ほ とん どの シ ンポ ジ ウ ム(パ ネ ル)と 研 究 発 表 お よ び ポ ス ター 展 示 は 、

卵 の 殻 を伏 せ た よ うな 半 円形 の ドー ム状 の 国 際 会 議 場 で 行 わ れ た 。約700人 の参 加 者 が そ れ

ほ ど広 くな い会 場 を動 き回 る の で 連 日お 祭 の よ うな 賑 わ い で あ っ た 。 そ の 上 コー ヒー ブ レイ

ク も昼 食 も全 部 同 じ建 物 内 で 撲 るの で 席 を確 保 す るの も難 儀 なほ どで あ っ た。

基 調 講 演 で は そ も そ も語 用 論(Pragmatic呂)と は何 か と い う基 本 的 な 問 い に 関す る もの が

多 か っ た 。 た と え ばRukminzBhayaNairはPragmatics,Pragmatismandthe

Pastcalanial:APhilosophicalOverviewで 、20世 紀 の 語 用 論 で 顕 著 で あ った"皿arkedlylin－

郎d呂七icandoften皿arkedbyanev-Darw正ian日o。ialethic"の 批 判 の上 に、21世 紀 は"inter-

.culturalnorms"を 定 義 す る理 論 の 構 築 が 求 め られ る と述 べ た 。 ま たBobynCarstanは

PragmaticInference-ReflectiveofReflexive?で 、G亘ceのconversationalimplicatureと

他 の2つ の 理 論 をRelevanceTheoryの 視 点 か ら見 直 す こ と を提 案 した 。 一 方 、Marina

SbisaはHowtoReadAu日tlnと 題 して彼 の初 期 の著 書How加Do7'hirxgswithWardsを 再

評 価 し1語 用 論 の 基 礎 に 置 くべ きで あ る と主 張 した 。 この 他 、 新 しい視 点 と してCharles

GoodwinのMulti-modalActioninDiscourseと 、WolfgangWahlsterのCampu七ational

PragmaticsforAmbientIntelligenceが あ げ られ る 。 特 に 前 者 は 、 会話 を ビデ オ録 画 す る こ

一165一



語用論研究 第7号

とに よって 発 話 時 に沈 黙 して い る 聞 き手 の行 動 を含 め た多 重 的 分析 が可 能 に な る と した。

パ ネ ル は数 も多 く同 時 進 行 が 多 か っ た の で 全 部 に 出 る こ とは で きな か っ た が 、 トピ ッ ク の

い くつ か を 紹介 し よ う。 語 用 論 、 言 語 表 現 、 異 文 杭 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン、 ポ ライ トネ ス 、

第 二 言 語 習 得 、 関 連 性 理 論 、 認 知 理 論 な ど は 複 数 の パ ネ ルが 出 さ れ て い た 。 他 に子 供 ・市

民 ・高 齢 者 ・病 人 な ど対 象 を特 化 した もの や 、 基 調 講 演 で も取 上 げ られ た マ ル テ ィ ・モ ダ リ

テ ィ理 論 や コ ン ピ ュ ー タ使 用 に よ る分 析 な ど新 しい もの もあ っ た。 特 定 の言 語 に 限 定 した も

の の 中 に 日本 語 に 関す る もの が2点 、 日本 語 を含 め た異 文 化 間 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 論 じた

もの は私 ど もの パ ネ ル を含 め て2点 あ っ た。 研 究 発 表(lecture)や ポス ター展 示(pester}

に も興 味 深 い もの が 数 多 くあ った が 、 こ こで 紹 介 で きな い の は残 念 で あ る。

こ こ で最 後 の 日 の 第1と 第2の ス ロ ッ トに 割 り当 て られ た 私 ど もの パ ネ ル につ い て 簡 単 に

報 告 させ て い た だ く。 しか しそ の ま え に そ の 前 日 の懇 親 会 の 報 告 を しよ う。 懇 親 会 場 は ロ ベ

レー トとい う学 会 会 場 か らバ ス で1時 間以 上 離 れ た 村 に あ る 。 な ぜ わ ざ わ ざそ こ ま でIPrA

の メ ンバ ー を全 員 連 れ て 行 った の か とい う理 由 は``MariaDolen呂"と 名 づ け られ た鐘 に あ る。

この 鐘 は 第1次 大 戦 の 終 焉 を記 念 して各 国 か ら寄 せ られ た大 砲 を材 料 に して1924年 に鋳 造 さ

れ た もの で、 そ れ 以 来 今 で も 「平 和 の 鐘 」 と して 毎 晩100回 鳴 ら され る。 われ われ は そ の鐘

の 音 を聞 い た の ち 、 平和 を祈 りな が ら食 事 を した の で あ った 。

さてDiscour日alProble皿s血Cress-CulturalConversationと 題 した私 ど ものパ ネ ル は こ

の 懇 親 会 の翌 朝 で あ っ た の で参 加 者 は少 な い の で は ない か と心 配 して い た が 、 部 屋 が い っ ぱ

い に な る ほ ど多 くの 人 が 来 て くだ さ り好 意 的 な コメ ン トや 今 後 の研 究 へ の 示 唆 をた くさ ん頂

戴 した 。 パ ネ ル の 内容 が 言 語 そ の もの よ り も会 話 の 運 び方 ・聞 き手 の 態 度 な ど コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョン ・ス タイ ル の 日英 比 較 に 近 か った こ とが逆 に 参 加 者 の興 味 を惹 き、 基 調 講 演 で も触 れ

られ た よ うにmulti-modal的 な ア プ ロ ー チ が い ま求 め られ て い る こ とを痛 感 した 。

ポ ライ トネ ス 関 係 で 特 筆 した い の はGab□eleKasperのPolitenessinInteractionと 題 し

た パ ネ ル で 、 現 在 ポ ラ イ トネ ス 理 論 の 中 核 を な す研 究 者 が パ ネ リス トと して発 表 した た め 、

会 場 は押 す な押 す な の 盛 況 で あ っ た 。 特 にfaceを ポ ラ イ トネ ス と の 関係 で い ま一 度 見 直 す

RobertArundale、 ポ ラ イ トネ ス をbehaviourに 見 よ う とす るRichardWatts&Miriam

Locher,ウ ェ ブ上 で のfaceの 侵 害 につ い て のA皿dregGolato&CarmenTaleghani-Nikaz皿

な どの論 文 は、 こ れ か らの ポ ラ イ トネ ス研 究 に大 きな示 唆 とな る で あ ろ う。

最 後 に この 学 会 のSecretaryGeneral(事 務 局 長)で あ るDr,JefVersehuerenに 直 接 イ

ン タビ ュー した の で そ の 様 子 を報 告 し よ う。IPrAは1985年 に第1回 大 会 が イ タ リ アで 開 か

れ て 以 来2、3年 ご とに 世界 各 地 で 大 会 を開 い て い る。 日本 で はす で に1993年 に神 戸 で 開催

した が 、 今 の と ころ 開催 地 が ヨー ロ ッパ に集 中 して い るの が 実 状 で、 で きれ ば い ろ い ろ な 国

で 開催 した い事 務 局 長 と して は 少 し残 念 とい う こ と ら しい 。 現 在 の 会 員 は約 ユ000名 でそ の う

ち 日本 人 は180名 ほ どい る。 米 国 とカ ナ ダ を合 わせ て250名 で あ る こ とを 思 え ば これ は太 き
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い 。日本 の語 用 論 学 会 に希 望 す る こ とは 、

iと い う質 問 にDr .Verschuerenは 即 座 に

,こ う言 わ れ た 。 「ヨー ロ ッパ は レ トリ ッ 態㌻

クな ど理 論 に傾 きが ち な の で 、 日本 は 日'鷲 ≧

1本 で しか や れ な い プ ラ グ マ テ イ ッ クス を

,目 指 し て ほ しい 。 ヨ ー ロ ッパ 以 外 の 視

点 ・ア プ ロ ー チ は 大 変 重 要 で あ りが た

1い 」 と
。(右 のDr,JefVerschuerenの

1

写真については同氏 より掲載許可取得済
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